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●表紙画像（上から下に）八丁蔵通り（岡崎市）、岡崎伝馬歴史プロムナード
（岡崎市）、知立松並木（知立市）／浮世絵　歌川広重「東海道五拾三次内 
鳴海」「同 宮」「同 岡崎」「同 二川」画像一部（静岡市東海道広重美術館蔵）

実物大の旅籠屋で江戸へタイムトラベル

知立市歴史民俗資料館

9：00～17：00　　 無料　   月曜日（祝日の場合は
開館）、第4金曜日（その日が祝日の場合は、その前日）、
年末年始（12/29～1/3）、特別整理期間
〒472-0053　知立市南新地2-３-３
無料駐車場あり　 　知立市歴史民俗資料館
0566-83-1133
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所要時間
約1時間
35分

距離
約6km

知立市観光協会
0566-83-1111
知立市広見３-１

【知立市観光ガイドボランティアの会】
（知立市観光協会内）
　 0566-83-1111
※要予約・無料
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街道資料館を
たずねる

名勝八橋の中心となる寺。境内の八橋
史跡保存館では多数の文化財を所蔵。

知立神社の神主・永見氏の
居館だった。

江戸時代には東海道三社の一
つに数えられた。境内の多宝塔
は国の重要文化財。

江戸から数えて83番目の一里塚。
街道両側の塚が残っている例は
珍しい。

広重の浮世絵にも描かれた馬市の碑。

無量壽寺
知立古城址 知立神社

来迎寺一里塚
（道の南北にある）馬市の碑
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弐

ま
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あ
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き
マップ

（有松)

「時を旅する  
 愛知の街道」
ガイドブック

も併せてご覧ください。
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（一社）岡崎市観光協会
0564-64-1637
岡崎市康生通東二丁目47番地

【おかざき観光ボランティアの会】
　 0564-23-3751
※毎日 9：30～15：00（3月中旬～12月上旬。
8月第1土曜～お盆過ぎまで休み）※要予約優先、無料
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（一社）岡崎市観光協会
0564-64-1637
岡崎市康生通東
二丁目47番地
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冥途で死者の罪状を決める十人の判官を祀る。
境内に芭蕉句碑。 本尊は不動明王立像で通称

「片目の不動尊」とよばれる。

冠木門のモニュメントを設け
たポケットパーク。

歌川広重が浮世絵に描いた景観を復元。

約１キロメートルに渡り90本
のクロマツがそそり立つ。

門は江戸中期の貴重な遺構。資料館内には
宿場のジオラマや高札などを展示。

問

所

information

（一社）岡崎市観光協会
0564-64-1637
岡崎市康生通東
二丁目47番地

所要時間 約1時間12分

距離 約3.7km
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家康お手植えの松といわれ
ている（現在の松は4代目）。

大宝元年（701）行基によ
る開基と伝わる。徳川家
ゆかりの品を所蔵する。

柴田氏に仕え陣屋代官職を世襲した冨田家の居宅。
文政10年（1827）の建築物。

日本レトルトフーズの前身である神谷合
名会社（アイチ味噌溜店舗）時代の建物。

宇都野龍碩（うつのりゅうせき）
は江戸後期に画期的な種痘を
行った漢方医。長屋門が残る。

岡崎城天守

徳川家康が祖父松平清康と妹久
姫の菩提を弔うために創建。楼門
と白土塀が美しい。

（左）岡崎宿のシンボル・二十七曲りの出発点。（右）歴史を知りルートを把握
できる便利な案内の碑が道沿いに設置されている。

家康の故事にならい、毎年6月30日には厄除けの鳥居くぐ
りの神事が行われている。

大正6年（1917）に建築。赤レンガと地元
産の御影石を組み合わせたルネッサンス風
様式。

道を挟んで光園寺の白壁と味噌蔵の黒壁の
コントラストが約180メートルに渡って続く。

門構え、高札、民具など貴重な資料が充実

藤川宿資料館
9：00～17：00　  無料
月曜日、年末年始（12/29～1/3）
〒444-3523 岡崎市藤川町字中町北6-1
資料館東側、道の駅藤川宿（195台）
岡崎市教育委員会社会教育課
0564-23-6177

街道資料館を
たずねる

舞木町
ポケットパーク

東棒鼻

御草紙掛松

法蔵寺本宿旧代官屋敷
（※郷土史資料展示室のみ一般公開）

宇都野龍碩邸跡
と長屋門

明星院
十王堂、芭蕉句碑

十
王
堂
、芭
蕉
句
碑

隨念寺

アイチ味噌溜店舗
（※外観見学のみ）

岡崎信用金庫資料館八丁蔵通り

新田白山神社 二十七曲りの碑と冠木門

藤川宿資料館（脇本陣跡）藤川の松並木

〈
本
宿
〜
山
中
〉

〈
山
中
〜
藤
川
〉

間の宿


